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（論文内容の要旨） 
 
 私の研究の関心はアートにおける遊びの役割であり、この学位論文は、悪戯や陰謀、あるいは悪だく
みなどを伴う私自身の作品を分析するものである。 
 本論文では、私は初期の《Zoo》から最新の《The Educational》（今回展示されている作品、Figures 
1 to 4）までの作品に対し、シリーズごとの分類と時系列順での省察を行い、それらの創作の動機を描
き出し、それぞれの作品に繰り返し現れる遊び心と悪巧みの要素の存在を確かめている。 
 《Zoo》は最初期の絵画と素描のシリーズであり、自然界、特に動物の生物学・解剖学を題材としてい
る。続く《Maladie》は、人間の身体、病への感染、医学的資料の美学と倫理性、そして美についての感
情的な因習を扱っている。幻想的な植物の水彩画からなる《Botanical Compositions》は、実在する植
物の花・葉・茎を混合させた実在しない種の植物を、18世紀の植物記録画に見られる写実的な手法で描
いたものである。《The Way of the Fool》は、規格外の大きさながらも私秘的なタロットデッキの作品
である。《Bites from the Floating World》は浮世絵の版画から摘出された視覚要素の図録であり、そ
れらの要素の歴史的意味を保ちつつ、それらを現代へと移し替えるものである。《Dark Alchemy Or... The 
Positive Pulse Wave Amplitude Responses to Cocoa》は、墨による伝統的な日本の絵巻物を、心拍を
記録したグラフへと模したものである。 
 本論文で最後に紹介することになる《The Educational》は（Figures 1 to 4) 、医療や社会につい
ての最も興味深く、かつ賛否両論を引き起こした、最新の研究資料に基づいたシリーズであり、インフ
ォメーションボードやポスター、子供のための書籍、教材、クロスワードパズル、図解的なイラスト・
グラフィックス・写真などを模倣したものとなっている。 
 本論文は、ふたつの相違なるイメージの様式に対する私の実験についての議論を行う。このふたつの
様式とは、一方は芸術的で官能的で主観的なイメージであり、他方は図式的で記述的で客観的なイメー
ジである。また、私は度々これらの様式をひとつの作品の中で混合させており、あるときは科学的に見
えるイメージが実際には科学に基づかないものであることが明らかになり、またあるときは写実的なイ
メージが完全に虚構であることがわかり、あるいは物憂げな風景が何者かの心電図へと姿を変えるとい
うように、そうすることで私は鑑賞者の認識を翻弄している。このように鑑賞者を信じ込ませるために
私が講じる手段は、鑑賞者にとって馴染み深い常套手段を用いることである。また、私は鑑賞者をゲー
    
 
ムに誘い込み、グリーティングカードや牛乳箱、ボードゲーム、クロスワードパズル、両性具有的な写
真、カードゲームといったものと戯れるよう促すのである。 
 私が受けた影響の分析においては、とりわけ最も影響の強いものとして、演劇理論家ブライアン・サ
ットン・スミスという人物と、遊びは行為であると同時にメタ言語であるという彼の遊戯理論について
の省察を行う。 
 続いて私の最新シリーズ《The Educational》を提示することを通じて、遊びについての私自身の理論
を述べ、アートを社会の中へと介入させようとして私が行った実験について論じる。そして結びにおい
ては、遊びこそが人が真に創造的であるために必要なものであるという提言を行う。すなわち、まだ誰
にも発見されていないまったく新しいものごとの結びつきは、子供のような好奇心と軽やかさを失うこ
とのない、あたかも遊びに興じるようになされる創作からこそ生み出されるものなのである。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 本論文は、版画研究室で作品制作に取り組んで来た筆者ベアトリス・イングレイシスの、自身の作品
制作にまつわる思考を文章にまとめたものである。 
 筆者の作品は、医学的なフリークスの身体、薬物中毒者などの肖像、グロテスクな生き物、また教育
的、ゲーム的な素材など多岐にわたり、刺激的な問題をはらんでいる。本論文には、そのような作品が、
どのような背景から生まれてきたか、どのようなアーチストの内面から導かれたか、が綴られている。 
 論文の構成に沿って、その内容を紹介していくと、まずは「1.0 出発点」では、この論文に対する筆
者のスタンス、文体についての説明、作品概念への導入などが語られる。 
 「2.1 《ZOO》（動物園）」からは、筆者自身の作品の内情が具体的に綴られる。まずは筆者にとっての
初めての作品《ZOO》で、そのベースに生物学・解剖学があることが語られる。この科学的なモチーフへ
の傾向は、続く「2.2 《MAKADIE》(病)」シリーズである医学的なモチーフへと、自然とつながっていく。
医者の家庭で育った筆者は、自宅の診察室で医学的な資料・標本を目にし、それが自身にとっての世界
の刺激的なイメージの基本となる。これらの作品の医学的・科学的なモチーフは、筆者にとって自己自
身の内面と結びついたものであることが明らかにされる。作品制作とは、筆者にとって、自身の内面に
巣食っているイメージと格闘することでもあるのだ。そしてこれらのイメージは、牛乳パック、折り紙
など、日常生活や文化に密着した造形へと結実していく。 
 さらに続く章では、「植物構成」、「愚者の路」、「浮世からのひと噛み」、「闇の錬金術、あるいはカカオ
への正パルス振幅反応」へと展開していくが、それらの内容は、筆者自身の論文要旨および提出論文そ
のものに譲り、ここでは最後の章「2.8 《THE EDUCATIONAL》（教育的なるもの）」以降の内容に触れたい。 
 《THE EDUCATIONAL》シリーズの作品は、学校の理科教材を思わせる、人体の内臓などのイメージがモ
チーフになっている。それらの作品は、紙という素材がもつ触感の魅力、また切り絵のような、版画の
彫りを思わせる線の美、さらには版画の「版を重ねて」印刷するような、重なる層がつくりだすイメー
ジなど、美術としての魅力にも溢れているものである。 
 筆者は、本論文で、そのような自身の作品そのものと、その背後にある筆者が歩んで来た人生、そし
てそこで深めて来た思索、そして磨かれてきた技法などが、親しみやすい構成による文章でまとめ上げ
ている。 
 本論文によって、芸術というものは、どのようにして生まれてくるのかという経緯や舞台背景が明ら
かになり、また論文という思索そのものの痕跡によって、作品理解がいっそう深まる、その助けともな
っている。 
 上記のことから、本論文の存在意義は大きく、また博士論文としての十分な水準に達している。 
 よってベアトリス・イングレイシスの『アートという遊び ―構成のたくらみと技巧の悪だくみ』を、
    
 
博士論文として合格としたい。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 ベアトリス・イングレシスは、両親が医師で二人の兄弟は生物学に関わっているという特別な家庭環
境に育ち、家の本棚は医療や科学の書物に埋められていて、子供の頃それらの図版を模写し始めた事が
表現すること描くことのはじまりとなっている。 
 初期の絵画・素描シリーズ《ZOO》は、自然界、特に動物の生物学・解剖学を題材とし、生命の豊かさ
を感じさせる絵画と冷徹で端的なモノクロームのデッサンとで成立している。二つの異なる表現のあり
かたの実験である。より官能的で誘惑的である芸術表現と、より図示的で記述的である科学的表現のふ
たつで構成され独自の表現方法を模索している。 
 このシリーズ《ZOO》で始まる表現方法は《Maladie》では、人間の身体、病の感染、医学的資料の美
学と倫理性、そして美についての感情的な因習を扱い、この作品の後繰り返し見られる観る者にいたず
らを仕掛け、遊びへと誘う試みへと展開されている。《Venus》は、性同一性障害のホルモン異常を患っ
た数人の女性の写真を提示し、その中の一枚は、西洋的視点からいって完璧といえる女性の姿であるが、
実際にはホルモン異常を患った男性の姿である。病とみなされおぞましく感じられるものが実際には、
それ自身の持つきわめて独立した美を表していることを示そうとするひとつの試みである。一見グロテ
スクに感じるものであっても、作者の慈愛の精神のフィルターを通して表現されると、それはある気高
さや美しさを兼ね備えるものと移行する。社会的概念の矛盾を暴き出し、人間の尊厳を問う作品として、
成功している。作者の根底にある人間性、いかなる人に対しても、たしかな優しさを持つ視点は、いつ
もユーモアと遊びの要素を取り入れることでよりスムーズにそれらが伝わるように努めている。人間の
身体と心という複雑で重いテーマを、きわめて軽やかに子供のような好奇心を持って、より創造的表現
を展開している点は魅力のあるもので高い評価に値する。 
 最新作《The Educational》では、医療や社会について最も興味深く、かつ賛否評論を引き起こした、
最新の研究資料に基づいたシリーズで、子供のための書籍や教材、図解的なイラスト・グラフィックか
らヒントを得て制作したもので、美術館や画廊等の限られたアート空間から解放されアートを社会の中
へと介入させようとした意図を持った実験である。この表現活動を持って、より多くの人々の関わりの
中から、新しい価値観や表現を考えていくものと思われます。作者の思考そのものが表現でありアート
としての遊びの精神が生きるエネルギーに成っている。今後日本を離れ世界の何処かでアートという遊
びを仕掛け続け、独自の創作活動を広げて行くものと思われ高く評価された。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 イメージや記号、意味に仕掛けられた悪だくみが、イングレシス ベアトリスの作品には満ちあふれて
いる。論文はこの表現に至る作者の歴史であり物語的な形式で自作の分析を行った。 
 作品THE EDUCATIONALシリーズは切り紙という実に単純な手法で表現される。子供用性教育教材を参照
したThe Primal Scene、性交のシーンを記録したMRI画像からイメージを取ったThe Primal Scene: 
Cabinet Panoramic、危険な毒蜘蛛に出会った人間の反応を図式化したFight, Flee, Freeze、麻薬常習
者の経年変化を示すポートレイトとしてのDrugs mug shots、パチンコなどのギャンブル中のドーパミン
反応を表したGambling, The Dopamineの作品群が、まるで医学教育パネルのような面持ちで提示される。
切り紙という手法は、洗練されれば中国の切り絵、日本における伊勢型紙のような超絶技法にまで達す
るが、作者は技術の習熟にはまるで頓着しない。子供の手遊びのような作業の重なりがダイレクトなイ
メージを生んでいる。それは、日本で集中的に学び制作した木版画作品にも共通する。イングレシス ベ
    
 
アトリスの制作スタイルは、シリーズ作品のための徹底したリサーチと技術習得を行い、イメージ実現
のためにそれらを単純化していく、いわば棚上げにするような営みだった。そこには遊びとしてのアー
トと幼い子供が抱くような他愛のない悪意が、根底に流れているようだ。 
 作品の変遷とその開発プロセスが論文おいて語られる。医学自然科学に関わるイメージと幼少期治療
院を営む家庭環境で発見し続けた医療書籍にある図版が作家の方法を決定づけていった。これらの図版
には道徳観念上のタブーを超越して善悪のあちら側にあるイメージが展開し、子供は純粋に享受する。
外界で道徳と遭遇したとき表現する動機としての遊び、悪だくみが芽生えるという物語である。タブー
をタブーとして捉えられない子供が、ポルノ雑誌の紙片で折り紙をすれば、大人は苦笑するしか無く、
皮肉とユーモアが混在する。同時に表現様式の転換点についても軽やかに語られている。博物誌的な興
味から病の症例のイメージ、そこで用いられる手法と素材が新たな主題を導き出し手法や素材も変化し
ていく。この論文は一人の作家の豊かな物語を描き出したといえる。 
 提示された作品群THE EDUCATIONALシリーズが、作者の現在であるとするなら、何がこれらをアートと
しているのかを、論文では過去の出来事としての制作と作品を語り、突端である現在を浮かび上がらせ
る。強いイメージとして現れる作品は手法の他愛なさ、遊びと悪だくみとが相まって謎を出現させた。
謎に強度を与える豊かなストーリーを描き出すことで作品、論文ともに質の高いものになったと言える。 
 以上の事から本審査グループは、課程博士学位審査に提出された作品群、論文が総合的に博士号取得
に充分な内容、形式を備えた表現に達していると判断する。 
